
播磨高原広域事務組合上下水道事業の概要

播磨高原広域事務組合上下水道事業所
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当組合上下水道事業所は、兵庫県の南西部、たつの市、上郡町、佐用町で構成する

豊かな自然に恵まれた丘陵地に位置し、兵庫県企業庁が開発する播磨科学公園都市の

上水道事業及び下水道事業を行っています。

《上水道事業》

水源は、都市の水需要に合わせ、新宮系・上郡系の2系統を設定し、都市内の施設

や各家庭へ供給しています。

上郡系施設においては、クリプトスポリジウム除去対策の必要性から、「膜ろ過設

備」を導入し、安全でおいしい水を供給するよう努めています。

《下水道事業》

播磨高原浄化センターは、都市内の先端産業施設、学術研究施設及び住居からの排

水の処理を行っています。

当処理施設は、排水中の有機物のみならず窒素・リンをも除去する機能をもってお

り、使用した水をもとのきれいな水にして自然に還すことに努めています。

概 要
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【上水道事業】

給水人口:7,400人

一日最大給水量:11,000㎥/日

給水区域:第1工区

給水人口:25,000人

一日最大給水量:31,400㎥/日

給水区域:第1･2･3工区

浄水方法変更

塩素滅菌　→　膜ろ過

一日最大給水量:22,000㎥/日

金出地ダム計画中止

【下水道事業】

区域変更

46ha　→　95ha

区域変更

95ha　→　741ha

工事期間延伸

平成10年度　→　平成15年度

工事期間延伸

平成15年度　→　平成20年度

工事期間延伸

平成20年度　→　平成27年度

工事期間延伸

平成27年度　→　平成33年度

工事期間延伸

平成33年度　→　令和09年度
令和04年03月

西播磨高原公共下水道事業計画変更
認可

沿 革

平成21年03月
西播磨高原公共下水道事業計画変更
認可

平成16年03月
西播磨高原公共下水道事業計画変更
認可

播磨高原広域事務組合上下水道事業所へ組織変更（平成10年04月）

平成11年02月
西播磨高原公共下水道事業計画変更
認可

平成13年03月
西播磨高原公共下水道事業計画変更
認可

下水汚泥広域処理事業参入

平成04年07月
西播磨高原公共下水道事業計画変更
認可

平成01年03月

昭和62年01月

平成28年03月
西播磨高原公共下水道事業計画変更
認可

西播磨高原公共下水道事業計画変更
認可

西播磨高原上・下水道企業団（昭和61年設立）

昭和61年12月

西播磨高原公共下水道事業計画認可 区域:46ha

平成07年03月 第1次拡張事業変更認可

播磨高原広域事務組合上下水道事業所へ組織変更（平成10年04月）

平成16年03月 第2次変更事業計画

平成12年03月

西播磨高原上水道事業創設認可

第1次拡張(第1期変更)事業変更認可

西播磨高原上・下水道企業団（昭和61年設立）
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【上水道施設】

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

人

％

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

％

％

【下水道施設】
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※1)

※1)レベル1:施設の供用期間中に１～２度発生する可能性の高い地震動に対応。

　　レベル2:陸地近傍に発生する大規模なプレート境界地震や兵庫県南部地震クラスの直下型地震を想定した地震動

　　　　　に対応。

施 設 概 要

基 幹 管 路 耐 震 適 合 率 89.0

耐 震 性 能 レベル1

処理方法

高 度 処 理

委託管理状況

 業者に委託管理

処 理 区 域 内 人 口

4,000

701

1日送水能力

 業者に一部委託管理

委託管理状況

1,100

浄水処理方法

膜 ろ 過
水
源
施
設

水 源 名

配
水
池
施
設

配 水 池 名

第 1 配 水 池

第 2 配 水 池

第 3 配 水 池

川 向 水 源

曽 我 井 水 源

新 宮 新 水 源 塩 素 滅 菌

2,000

2,000

貯水能力

塩 素 滅 菌

1,590

2,330

４

令
和

1 ヶ 月 平 均

1 日 平 均

施
設

施 設 名 1日処理能力

3,500播磨高原浄化センター

年
度
実
績

年 間

1 ヶ 月 平 均

1 日 平 均

1 日 最 大

96.8

554,744

46,229

1,520

給 水 人 口

普 及 率

701

100

572,966

47,747

1,570

2,460

有
収
水
量

年 間

有 収 率

配
水
量

100
令
和 処

理
水
量

年 間 304,260

1 ヶ 月 平 均 25,355４

834年
度
実
績

1,022

1 日 平 均

1 日 平 均

普 及 率

有 収 率 122.6

有
収
水
量

年 間 373,064

1 ヶ 月 平 均 31,089
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4 上下水道事業における業務量

【上水道事業】

【下水道事業】

《配水量及び有収水量》

《 人 口 》

《処理水量及び有収水量》

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

人口 708人 693人 703人 701人 701人

685人

690人

695人

700人

705人

710人

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

配水量 645,481㎥ 603,216㎥ 583,151㎥ 566,662㎥ 572,966㎥

有収水量 615,788㎥ 579,332㎥ 566,809㎥ 552,760㎥ 554,744㎥

500,000㎥

520,000㎥

540,000㎥

560,000㎥

580,000㎥

600,000㎥

620,000㎥

640,000㎥

660,000㎥

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

処理水量 348,236㎥ 327,246㎥ 318,939㎥ 331,357㎥ 304,260㎥

有収水量 412,782㎥ 374,879㎥ 381,796㎥ 372,789㎥ 373,064㎥

300,000㎥

350,000㎥

400,000㎥

450,000㎥

500,000㎥

550,000㎥
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千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

令和４年度の決算の概要は、社会情勢の影響や企業等の節水意識の高まりにより、

水需要が伸び悩む中、前年度と比較し、有収水量が増加しました。

主な事業としては、㏗変換器他修繕工事等を実施しました。

資本合計 626,983 626,983 0

資産合計 4,844,127 4,970,659 △ 126,532

負債合計 4,217,144 4,343,676 △ 126,532

0

増減額

△ 28,656

△ 28,656

0

財政状況 令和４年度 令和３年度 増減額

上水道事業財政状況

令和３年度

335,040

335,040

306,384

306,384

0

令和４年度

収益的収入

収益的支出

純利益

収支状況

人件費 

28,405千円

委託料 

30,969千円

修繕費 

11,692千円

動力費   

37,982千円
減価償却費 

126,693千円

支払利息 

31,241千円

その他 

39,402千円

水道料金 

162,771千円

加入負担金

 1,940千円

繰入金   

80,849千円

その他   

60,824千円

収益的収入［306,384千円(税抜)］ 収益的支出［306,384千円(税抜)］

令和４年度上水道事業会計決算

不足額

 117,459千円

（損益勘定留保資

金等で補てん）
負担金

221,092千円

建設改良費 

12,898千円

企業債償還金

325,653千円

資本的収入［221,092千円(税込)］ 資本的支出［338,551千円(税込)］
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千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

負債合計 3,406,107 3,454,354 △ 48,247

資本合計 1,477,162 1,477,162 0

財政状況 令和４年度 令和３年度 増減額

資産合計 4,883,269 4,931,516 △ 48,247

収益的支出 270,175 287,308 △ 17,133

純利益 0 0 0

下水道事業財政状況

増減額

収益的収入 270,175 287,308 △ 17,133

収支状況 令和４年度 令和３年度

令和４年度の決算の概要は、社会情勢の影響や企業等の節水意識の高まりにより、

水需要が伸び悩む中、前年度と比較し、有収水量が微増しました。

主な事業としては、窒素・リン自動測定装置更新工事を実施しました。

人件費 

28,065千円

委託料 

53,185千円

修繕費 98千円

動力費   

9,005千円

減価償却費 

147,577千円

支払利息 

6,893千円

その他 

25,352千円

繰入金 

75,963千円

その他   

139,945千円

収益的収入［270,175千円(税抜)］ 収益的支出［270,175千円(税抜)］

令和４年度下水道事業会計決算

補助金

29,000千円

負担金 

72,025千円

不足額

39,697千円

(損益勘定留保資

金等で補てん)
建設改良費

63,513千円

企業債償還金

80,009千円

資本的収入［103,825千円(税込)］ 資本的支出［143,522千円(税込)］

下水道使用料
54,267千円

企業債

2,800千円
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1.組織体制

･ 水道事業及び下水道事業の経営の基本計画に関する
こと。

･ 公印の管守に関すること。
･ 文書の収受、発送、編集及び保存に関すること。
･ 職員の保健、災害補償、研修及び福利厚生に関する

こと。
･ 資産の取得、管理及び処分に関すること。
･ 庁舎及び庁用自動車の管理に関すること。
･ 工事等の入開札及び契約に関すること。
･ 指定給排水装置工事事業者に関すること。
･ 統計調査に関すること。
･ 物品及び材料等の購入に関すること。
･ 貯蔵品の出納及び保管に関すること。
･ 出納取扱金融機関及び収納取扱金融機関に関するこ

と。
･ 条例、規則、規程等の制定、改廃に関すること。
･ 予算に関すること。
･ 決算及び経理に関すること。
･ 財政計画及び資金計画に関すること。
･ 料金その他収入の調定、収納及び滞納整理に関する

こと。
･ 水道及び下水道使用量の検針及び量水器の管理に関

すること。
･ 所内の事務連絡及び調整に関すること。

･ 水道及び下水道施設の建設改良工事に関すること。
･ 水道及び下水道施設の維持管理に関すること。
･ 給排水装置工事の設計審査及び竣工検査に関するこ

と。
･ 水質検査及び保健衛生に関すること。
･ 送配水管台帳の整備保管に関すること。
･ 上下水道台帳の整備保管に関すること。
･ 漏水防止に関すること。
･ 占用許可申請等に関すること。
･ 事業場排水に監視及び指導に関すること。

2.職　員　数

人

人

人

人

人

人

人

管理係

業務係

組 織

R05.03.31現在

上下水道事業所

区 分

所 長 補 佐 2

8

1

計

会計年度任用職員 1

局 長

副 所 長 2

所 長 1

業 務 係 員 1
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8 危 機 管 理
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